
























トウェアとの関係により、通信障害が起きても不思議ではない。たまたま、障害が起きたものは A社の OS（Operating System）



























S教授とともに、初めて IEC 61508規格開発会議に出向いたのは翌年の 6月であったであろう。英国のリバプール近郊の
ブートルに位置する HSE（健康安全庁）の会議室が会場であった。リバプールのホテルに宿泊して、電車で HSEに通った。









ない国で 1～ 2名、多い国で 5～ 6名である。エキスパートの得意分野は、ハードウェア、ソフトウェア、システム、プロ
セスマネジメント、リスクアセスメントなどに分かれる。会議の 2～ 3日程度は、ソフトウェアとハードウェア /システム
とに分かれて問題点について議論し、最後の日に全体会議で整合及び統合をはかることになる。当初は電子メールが普及し
始めた段階であり、会議では OHP及び紙媒体が使用されていた。やがて、パソコンによる映写のスタイルに移行した。
エキスパートの出身母体は、行政 / 研究所 / 第三者機関などから若干名、英国の BP 社、ドイツの BASF 社 / バイエルン
社、フランスのトタール社、米国のシェル社 /ディポン社などのプロセス産業界から半数、その他安全計装システムのメー















らは、IEC 61511（プロセス産業分野）、IEC 62061（産業機械類）、IEC 61513（原子力分野）、IEC 62279（鉄道分野）、ISO
26262（自動車電子制御）、ISO 13482（パーソナルケアロボット）、IEC 60601（医療機器の機能安全）などを含む。特に、今





と未知なる (Unknown) の分野とに同時に生存している。安心 (Psychological Security) は既知の領域にあり、自己が生命、知
識、財産などを所有している、すなわち自己が関係していると考えているもの、それらは社会、自然界、家族など多岐にわ
たるが、それらが持続・存続することの確かさとも定義できる。仮に、所有関係が存続できない、あるいは部分的にも関係
が毀損される可能性があると感じれば不安 (Anxiety) に、さらにその可能性を確信すれば恐れ (Fear) につながるかもしれな
い。しかし、未知の領域では、漠然とした不安 (Unanchored)が存在するのみである。例えば、我々は「死」を恐れるという
かもしれないが、死が未知の領域にあるとすれば、実際は死そのものを恐れることはできない。死を恐れるのではなく自己
が既知の関係を喪失することを恐れているとも解釈できる。
国際標準化活動を振り返って 5
我国においても、高度成長期以前においては、安心という言葉は一部の宗教的な活動では使用されていたものの、学術団
体等において使用されたことは皆無であったであろう。宗教的な色彩をもつ安心という言葉が学術団体においても多用され
るようになったのは、我国が世界第二位の経済大国になって後のことである。
「安全・安心」と一区切りの単語として用いる場合の安心は、持続・継続性あるいは社会的秩序性を意味しており、何ら
かの宗教的な意味をもつものではないことは明らかである。例えば、宗教的に「安心立命に至る」などといった場合の安心
は、社会的秩序性としての持続・継続性とは異なり、逆に自己の持続・継続性からの解放という意味になる。
現在、安全・安心あるいは「安心・安全」という標語が政治的，社会的あるいは学術的に広く用いられている。研究計画
書に安心という文言が入らないと、安全関連研究の研究費の確保もままならない時代である。この経緯は次のようにも解釈
できる。すなわち、安全性の達成には努力、コスト、その他諸々の面倒なことが付随するので、単に「安全にすべきである」
あるいは「安全性を達成すべきである」といっても実行上の効果が乏しいことは明らかである。反面、「安全・安心」とい
えば、安全でない場合の不安・恐れがすぐさま想像でき、安全であることによる不安や恐れからの解放すなわち安心という
報酬のイメージが我々を虜にし、強力に安全性達成上の心理的な動機につながる。これが「安全・安心」の安全確保上の大
きな肯定的側面である。
安心・安全は既知の領域に存在し、この領域に自己満足して安住することで、ある種の心地よさを得られるかもしれない。
しかし、安心・安全に安住していると、未知の領域からの挑戦に対する油断という落とし穴にはまる負の側面があるので注
意を要する。我々は、既知と未知との世界に併存しており、世界は常に変化し、想定外という形式で我々に挑戦状を投げか
けてくる。これに即座に対応できなければ安全は確保できない。これには、研ぎすまされた神経により前兆を感じとる感覚
の信頼性、知識の信頼性、実行力の信頼性、マネジメントの信頼性など多様な信頼性の確保が必須となる。このような多様
な信頼性の確保による安全が機能安全である。
